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第
十
三
条

代
位

一
方
の
締
約
国
又
は
そ
の
指
定
す
る
機
関
が
、
自
国
の
投
資
家
に
対
し
、
他
方
の
締
約
国
の
区
域
に
あ
る
当
該
投
資

家
の
投
資
財
産
に
関
し
て
行
っ
た
保
証
、
保
険
契
約
又
は
他
の
形
態
の
損
害
の
塡
補
に
基
づ
い
て
支
払
を
行
う
場
合
に

は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
は
、
代
位
が
な
い
と
し
た
な
ら
ば
こ
の
協
定
の
規
定
に
基
づ
い
て
当
該
投
資
家
が
当
該
投
資

財
産
に
関
し
て
保
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
権
利
の
代
位
又
は
移
転
を
承
認
す
る
も
の
と
し
、
当
該
投
資
家
は
、
当
該
代

位
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
る
。

第
十
四
条

資
金
の
移
転

１

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
に
あ
る
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
に
関
連
す
る
全
て
の
資
金
の
移

転
が
、
自
国
の
区
域
に
向
け
又
は
自
国
の
区
域
か
ら
、
自
由
に
、
か
つ
、
不
当
に
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
る
こ

と
を
認
め
る
。
こ
の
資
金
の
移
転
に
は
、
特
に
次
の
も
の
の
移
転
を
含
め
る
。

⒜

当
初
の
資
金
及
び
投
資
財
産
を
維
持
し
、
又
は
増
大
さ
せ
る
た
め
の
追
加
的
な
資
金

⒝

利
益
、
利
子
、
資
本
利
得
、
配
当
、
使
用
料
、
手
数
料
そ
の
他
の
投
資
財
産
か
ら
生
ず
る
収
益

⒞

契
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
投
資
財
産
に
関
連
す
る
支
払
（
融
資
の
返
済
を
含
む
。）

⒟

投
資
財
産
の
全
部
又
は
一
部
の
売
却
又
は
清
算
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
入

⒠

当
該
一
方
の
締
約
国
の
区
域
に
あ
る
投
資
財
産
に
関
連
す
る
活
動
に
従
事
す
る
当
該
一
方
の
締
約
国
外
か
ら
赴

任
し
た
者
が
得
る
収
入
そ
の
他
の
報
酬

⒡

第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
支
払

⒢

次
章
第
二
節
の
規
定
に
基
づ
く
紛
争
の
解
決
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
支
払

２

各
締
約
国
は
、
更
に
、
資
金
の
移
転
が
不
当
に
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
、
か
つ
、
自
由
利
用
可
能
通
貨
に
よ
り
当
該

資
金
の
移
転
の
日
の
市
場
に
お
け
る
為
替
相
場
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
。

３

１
及
び
２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
締
約
国
は
、
次
の
事
項
に
関
す
る
自
国
の
法
令
を
衡
平
、
無
差
別
か
つ
誠
実

に
適
用
す
る
場
合
に
は
、
資
金
の
移
転
を
遅
ら
せ
、
又
は
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

破
産
、
支
払
不
能
又
は
債
権
者
の
権
利
の
保
護

⒝

証
券
、
先
物
、
オ
プ
シ
ョ
ン
又
は
派
生
商
品
の
発
行
、
交
換
又
は
取
引

⒞

刑
事
犯
罪

⒟

法
執
行
当
局
又
は
金
融
規
制
当
局
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
通
貨
そ
の
他
の
支
払
手
段
の

移
転
に
関
す
る
報
告
又
は
記
録
の
保
存

⒠

裁
決
手
続
に
お
け
る
命
令
又
は
判
決
の
履
行
の
確
保

第
十
五
条

一
般
的
例
外

こ
の
協
定
の
適
用
上
、千
九
百
九
十
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
二
十
条
及
び
サ
ー
ビ
ス
貿
易
一
般
協
定
第
十
四
条
の
規
定
は
、

必
要
な
変
更
を
加
え
た
上
で
、
こ
の
協
定
に
組
み
込
ま
れ
、
こ
の
協
定
の
一
部
を
成
す
。

第
十
九
条

租
税
に
係
る
課
税
措
置

１

こ
の
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
３
に
規
定
す
る
条
項
を
除
く
ほ
か
、
租
税
に
係
る
課
税
措
置
に
つ
い
て
義
務
を
課

す
る
も
の
で
は
な
い
。

２

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
租
税
条
約
に
基
づ
く
締
約
国
の
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
協
定
と
当
該
租
税
条
約
と
が
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
抵
触
す
る
限
り
に
お
い
て
、
当
該
租
税
条
約
が
優
先

す
る
。

３

第
四
条
、
第
五
条
、
第
八
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
は
、
租
税
に
係
る
課
税
措
置
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

４

第
十
一
条
の
規
定
は
、
租
税
に
係
る
課
税
措
置
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
租
税
に
係
る
課
税
措
置
が
収
用

を
伴
う
と
主
張
す
る
申
立
人
は
、
次
の
⒜
及
び
⒝
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り
、
投
資
紛
争
を
仲
裁
に
付
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

⒜

当
該
申
立
人
が
、
ま
ず
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
（
注
）
に
対
し
、
書
面
に
よ
り
、
当
該
課
税
措
置
が

収
用
を
伴
う
か
ど
う
か
の
問
題
を
付
託
す
る
こ
と
。

注

こ
の
４
の
規
定
の
適
用
上
、「
権
限
の
あ
る
当
局
」
と
は
、

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
財
務
大
臣
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者
を
い
う
。
財
務
大
臣
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者
は
、

外
務
大
臣
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者
と
協
議
し
て
問
題
を
検
討
す
る
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
財
務
大
臣
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者
を
い
う
。
財
務
大
臣
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ

の
代
理
者
は
、
外
務
宗
務
大
臣
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者
及
び
司
法
長
官
又
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
そ
の
代
理
者
と
協
議
し
て
問

題
を
検
討
す
る
。

⒝

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
⒜
の
規
定
に
よ
り
問
題
を
付
託
さ
れ
た
日
の
後
百
八
十
日
以
内
に
当
該
課
税

措
置
が
収
用
に
当
た
ら
な
い
こ
と
に
合
意
し
な
い
こ
と
。

第
十
六
条

安
全
保
障
上
の
措
置

第
十
二
条
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、締
約
国
が
次
の
措
置
を
採
用
し
、

又
は
実
施
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

⒜

自
国
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な
利
益
の
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
次
の
措
置

戦
時
、
武
力
紛
争
の
時
そ
の
他
の
自
国
又
は
国
際
関
係
に
お
け
る
緊
急
時
に
と
る
措
置

兵
器
の
不
拡
散
に
係
る
国
内
政
策
又
は
国
際
協
定
の
実
施
に
関
連
し
て
と
る
措
置

⒝

国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
の
た
め
国
際
連
合
憲
章
に
基
づ
く
義
務
に
従
っ
て
と
る
措
置

第
十
七
条

企
業
の
社
会
的
責
任

両
締
約
国
は
、
各
締
約
国
が
自
国
の
区
域
に
お
い
て
活
動
す
る
企
業
又
は
自
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
企
業
に
対
し
、

企
業
の
社
会
的
責
任
に
関
す
る
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
基
準
、
指
針
及
び
原
則
で
あ
っ
て
、
自
国
が
承
認
し
た
も
の
又

は
支
持
し
て
い
る
も
の
を
自
発
的
に
当
該
企
業
内
の
政
策
に
取
り
入
れ
る
よ
う
奨
励
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
す

る
。

第
十
八
条

一
時
的
な
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置

１

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
は
、
国
境
を
越
え
る
資
本
取
引
及
び
投
資
財
産
に
関
連
す
る
取

引
の
た
め
の
支
払
又
は
資
金
の
移
転
（
第
十
四
条
に
規
定
す
る
資
金
の
移
転
を
含
む
。）に
つ
い
て
制
限
的
な
措
置
を

採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

国
際
収
支
及
び
対
外
支
払
に
関
し
て
重
大
な
困
難
が
生
じ
て
い
る
場
合
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

⒝

資
本
の
移
動
が
経
済
全
般
の
運
営
、
特
に
通
貨
及
び
外
国
為
替
に
係
る
政
策
に
重
大
な
困
難
を
も
た
ら
し
、
又

は
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
例
外
的
な
場
合

２

１
に
規
定
す
る
制
限
的
な
措
置
は
、
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

⒜

他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
第
三
国
よ
り
も
不
利
で
な
い
待
遇
を
与
え
る
よ
う
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⒝

国
際
通
貨
基
金
協
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⒞

１
に
規
定
す
る
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⒟

一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
１
に
規
定
す
る
状
況
が
改
善
す
る
に
伴
い
漸
進
的
に
廃
止
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

⒠

他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
速
や
か
に
通
報
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⒡

他
方
の
締
約
国
の
商
業
上
、
経
済
上
又
は
金
融
上
の
利
益
に
対
し
て
不
必
要
な
損
害
を
与
え
る
こ
と
を
避
け
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。
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